木の中のリス

３人組みになり、２人が「木」になり両手をつないで輪を作ります。他の１人は「リス」になって輪の中に入ります。
２．３人組みになれなかった人は「オオカミ」になります。
３．オオカミの人が、「オオカミがきた」といったら、リスの人はいまの場所から別の木の輪の中に入ります。このとき木の人は動いてはいけません。このとき、オオカミ役の人もどこかの木の輪の中に入ります。
４．木の輪の中に入れなかった人が、新しいオオカミ役になります。
５．以上を何回か続けます。
６．合図を「木こりがきた」に変えます。このときは、リスの人はその場を動かないで、木の人が両手をつないだまま別堀巣の所に動きます。オオカミは木の中にはいることができます。
７．数回続けます。
８．合図を「嵐が来た」に変えます。今度は３人組みをくずして新しい３人組みを作ります。
９．最後は、「オオカミがきた」「木こりがきた」「嵐が来た」の中のすきな合図を言います。
猛獣狩り

リーダーの後を追いかけて歌います。
♪トン、トン、トン（ﾄﾝ､ﾄﾝ､ﾄﾝ）　猛獣狩りに行こうよ（猛獣狩りに行こうよ）　 
　猛獣なんてこわくない（猛獣なんてこわくない)　 だって鉄砲もってるもん（だって鉄砲もってるもん）
　槍だってもってるもん（槍だってもってるもん)　　　あ（あ）あ（あ）あーあ（あーあ）　　 　○○○○○
ドビン

１．全員で一重円になります。
２．１から順番に数を数えていきます。
３．ただし、３の倍数の人は数の代わりにドビンと言います。（１、２、ドビン、４、５、ドビン、７……）
４．間違えたらその人から、１からやり直します。
５．なれてきたら、ドビンといいながら、右か左の人を指さします。
６．指さされた方向に数字をいっていきます。
７．更にになれたら、３の倍数と３がつくときに（３，６，９，１２，１３，……３０．３１．３２，……）ドビンといいます
